
わがころもではつゆに
ぬれつつ

ころもほすてふあまの
かぐやま

ながながしよをひとり
かもねむ

ふじのたかねにゆきは
ふりつつ

こゑきくときぞあきは
かなしき

しろきをみればよぞふ
けにける

みかさのやまにいでし
つきかも

よをうぢやまとひとは
いふなり

わがみよにふるながめ
せしまに



しるもしらぬもあふさ
かのせき

ひとにはつげよあまの
つりぶね

をとめのすがたしばし
とどめむ

こひぞつもりてふちと
なりぬる

みだれそめにしわれな
らなくに

わがころもでにゆきは
ふりつつ

まつとしきかばいまか
へりこむ

からくれなゐにみづく
くるとは

ゆめのかよひぢひとめ
よくらむ



あはでこのよをすぐし
てよとや

みをつくしてもあはむ
とぞおもふ

ありあけのつきをまち
いでつるかな

むべやまかぜをあらし
といふらむ

わがみひとつのあきに
はあらねど

もみぢのにしきかみの
まにまに

ひとにしられでくるよ
しもがな

いまひとたびのみゆき
またなむ

いつみきとてかこひし
かるらむ



ひとめもくさもかれぬ
とおもへば

おきまどはせるしらぎ
くのはな

あかつきばかりうきも
のはなし

よしののさとにふれる
しらゆき

ながれもあへぬもみぢ
なりけり

しづこころなくはなの
ちるらむ

まつもむかしのともな
らなくに

はなぞむかしのかにほ
ひける

くものいづこにつきや
どるらむ



つらぬきとめぬたまぞ
ちりける

ひとのいのちのをしく
もあるかな

あまりてなどかひとの
こひしき

ものやおもふとひとの
とふまで

ひとしれずこそおもひ
そめしか

すゑのまつやまなみこ
さじとは

むかしはものをおもは
ざりけり

ひとをもみをもうらみ
ざらまし

みのいたづらになりぬ
べきかな



ゆくへもしらぬこひの
みちかな

ひとこそみえねあきは
きにけり

くだけてものをおもふ
ころかな

ひるはきえつつものを
こそおもへ

ながくもがなとおもひ
けるかな

さしもしらじなもゆる
おもひを

なほうらめしきあさぼ
らけかな

いかにひさしきものと
かはしる

けふをかぎりのいのち
ともがな



なこそながれてなほき
こえけれ

いまひとたびのあふこ
ともがな

くもがくれにしよはの
つきかな

いでそよひとをわすれ
やはする

かたぶくまでのつきを
みしかな

まだふみもみずあまの
はしだて

けふここのへににほひ
ぬるかな

よにあふさかのせきは
ゆるさじ

ひとづてならでいふよ
しもがな



あらはれわたるせぜの
あじろぎ

こひにくちなむなこそ
をしけれ

はなよりほかにしるひ
ともなし

かひなくたたむなこそ
をしけれ

こひしかるべきよはの
つきかな

たつたのかはのにしき
なりけり

いづこもおなじあきの
ゆふぐれ

あしのまろやにあきか
ぜぞふく

かけじやそでのぬれも
こそすれ



とやまのかすみたたず
もあらなむ

はげしかれとはいのら
ぬものを

あはれことしのあきも
いぬめり

くもゐにまがふおきつ
しらなみ

われてもすゑにあはむ
とぞおもふ

いくよねざめぬすまの
せきもり

もれいづるつきのかげ
のさやけさ

みだれてけさはものを
こそおもへ

ただありあけのつきぞ
のこれる



うきにたへぬはなみだ
なりけり

やまのおくにもしかぞ
なくなる

うしとみしよぞいまは
こひしき

ねやのひまさへつれな
かりけり

かこちがほなるわがな
みだかな

きりたちのぼるあきの
ゆふぐれ

みをつくしてやこひわ
たるべき

しのぶることのよはり
もぞする

ぬれにぞぬれしいろは
かはらず



ころもかたしきひとり
かもねむ

ひとこそしらねかわく
まもなし

あまのをぶねのつなで
かなしも

ふるさとさむくころも
うつなり

わがたつそまにすみぞ
めのそで

ふりゆくものはわがみ
なりけり

やくやもしほのみもこ
がれつつ

みそぎぞなつのしるし
なりける

よをおもふゆゑにもの
おもふみは



なほあまりあるむかし
なりけり
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